


　
　
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、
企
業

　
　
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
は
、

１
０
６
億
３
、９
２
５
万
円
で
、
前
年

度
予
算
額
１
０
６
億
１
、３
５
２
万
円

に
比
べ
０
・
２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
税
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
か

ら
減
収
を
見
込
み
、
歳
出
で
は
、
公

債
費
の
償
還
が
ピ
ー
ク
を
越
え
る
も

の
の
、
未
だ
多
額
で
推
移
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
前
年
度
と
同
様
歳
入
不

足
に
よ
り
厳
し
い
財
源
対
策
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
財
政
健
全
化
計
画
に

よ
る
人
件
費
を
は
じ
め
と
す
る
義
務

的
経
費
の
削
減
、
受
益
者
負
担
の
適

正
化
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に

よ
り
財
源
の
確
保
を
図
り
、
現
行
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ
つ
事
務

事
業
の
重
点
選
別
と
財
源
の
重
点
配

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
し

て
い
ま
す
が
、
年
度
当
初
か
ら
町
民

サ
ー
ビ
ス
、
産
業
振
興
対
策
、
雇
用

対
策
に
必
要
な
経
費
を
盛
り
込
ん
だ

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
67
億
５
、４
５

４
万
円
で
、
前
年
度
予
算
額
66
億
４
、

９
８
１
万
円
に
比
べ
１
・
６
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
歳
入
に
お
け
る
町
税
、

地
方
譲
与
税
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、

自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
地
方
交
付

税
等
を
合
わ
せ
た
経
常
一
般
財
源
は
、

町
税
の
減
な
ど
が
影
響
し
、
前
年
度

比
０
・
９
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
歳
出
に
お
け
る
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
を
合
わ
せ
た
義
務

的
経
費
は
、
人
件
費
と
公
債
費
の
減

が
主
な
要
因
と
な
り
、
前
年
度
比
１
・

１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
投
資
的

経
費
（
普
通
建
設
事
業
）
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
比
56
・
６
％
増
と
な
り
、

洞
爺
水
の
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
、

虻
田
漁
港
（
大
磯
分
区
）
整
備
事
業
、

森
林
再
生
事
業
な
ど
の
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
不
足
を
補
て
ん
す
る
（
埋
め

る
）
た
め
財
政
調
整
基
金
を
、
ま
た

各
事
業
に
充
て
る
た
め
、
洞
爺
地
域

ふ
れ
あ
い
振
興
基
金
、
観
光
開
発
基

金
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
取
崩
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
が
、
財
政
調
整
基
金
の

取
崩
し
額
は
、
財
政
健
全
化
計
画
よ

り
５
、３
０
０
万
円
少
な
い
１
億
８
、

３
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
※
基
金
と
は
、
家
庭
に
置
き
換
え

　
る
と
貯
金
の
こ
と
を
い
う
。
洞
爺

　
湖
町
に
は
、
財
政
調
整
基
金
や
減

　
債
基
金
の
よ
う
に
、
歳
入
不
足
を

　
補
て
ん
す
る
た
め
の
も
の
や
洞
爺

　
地
域
ふ
れ
あ
い
振
興
基
金
な
ど
の

　
よ
う
に
、
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て

　
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
立
て
ら

　
れ
た
基
金（
貯
金
）が
あ
る
。
　

一
般
会
計

平
成
22
年
度

特集
歳 出

歳　出
(使う予定のお金)

67億
5,454万1千円

議会費 67,727千円(1.0％)予備費
31,000千円
(0.5％) 総務費 244,642千円

(3.6％)

民生費
1,258,150千円
(18.6％)

衛生費
461,823千円
(6.8％)

労働費
31,543千円
(0.5％)

農林水産業費
215,252千円
(3.2％)

商工費
243,304千円
(3.6％)

土木費
486,076千円
(7.2％)

消防費
399,099千円
(5.9％)

教育費
291,035千円
(4.3％)

公債費
1,731,294千円
(25.6％)

給与費
1,293,596千円

(19.2％)

ま
ち
の
予
算

　平成22年第１回洞爺湖町議会定例会が３月４日から16日まで開催

され、平成22年度当初予算が可決されました。

　本年は、４月22日任期満了に伴う町長選挙の年であることから、予

算編成は、骨格予算となり、継続事業を中心とした内容となっています。

　本年度予算の概要を紹介します。



　
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
お

け
る
公
債
費
と
建
設
事
業
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
６
の
特
別
会
計
予
算
総

額
は
33
億
７
、３
５
７
万
円
と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
３
・
９
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　
道
道
建
設
事
業
に
伴
う
水
道
施
設

改
良
工
事
の
増
に
よ
り
、
水
道
事
業

会
計
の
予
算
総
額
は
、
５
億
１
、１
１

４
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
13
・

０
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳 入
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

町税
1,167,790千円
(17.3％)

繰入金
248,300千円
(3.7％)
諸収入
154,419千円
(2.3％)
繰越金
30,000千円
(0.4％)
使用料・手数料
290,077千円
(4.3％)

歳　入
(入る見込みのお金)

67億
5,454万1千円

自主財源 1,952,484千円(28.9％)

分担金・負担金
36,353千円
(0.5％)

財産収入等
25,545千円
(0.4％)

地方交付税
3,750,000千円

(55.5％)

町債
241,200千円
(3.6％)

国庫支出金
291,492千円
(4.3％)

道支出金
301,015千円
(4.5％)

地方消費税交付金
105,000千円
(1.5％)

地方譲与税
81,300千円
(1.2％)

その他
32,050千円
(0.5％)

会　計　名 平成22年度
予 算 額

平成21年度
予 算 額

増 減 額 増 減 率

一 般 会 計

特 別 会 計

合 計

国 民 健 康 保 険

公共下水道事業

老 人 保 健

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

後期高齢者医療

収益的収支

資本的支出

水道事業

会 計

67億5,454

33億7,357

15億  730

8億8,448

13

7億4,468

9,606

1億4,092

2億4,785

2億6,329

106億3,925

66億4,981

35億1,141

15億4,045

9億6,592

25

7億6,903

1億  416

1億3,160

2億6,318

1億8,912

106億1,352

1億　473

△1億3,784

△3,315

△8,144

△12

△2,435

△810

932

△1,533

7,417

2,573

1.6

△3.9

△2.2

△8.4

△48.0

△3.2

△7.8

7.1

△5.8

39.2

0.2

（単位:万円、％）
平成22年度　会計別予算額

■
一
般
会
計

　町の会計の中心となるのが一般

会計です。行政運営の基本となる

経費の全てを計上したもので、町

行政の目的を達成するために必要

な経費を経理する会計です。行政

サービスのほとんどが、一般会計

で賄われています。

■
特
別
会
計

　特別会計は、町が特定の事業を

行う場合その他特定の収入を特定

の支出に充て一般の歳入歳出と区

分して経理する必要がある場合など、

一般会計と分けて町が条例で設置

することができる会計です。

■
企
業
会
計

　企業会計は、独立採算性を原則
とする、一般的には、株式会社等の
民間企業における会計をいうもので、
民間企業に近い事業を行う場合に
設置される会計です。企業の経済
性を発揮するとともに、企業会計
設置の目的である公共の福祉を増
進するよう運営されることが求め
られています。

用 語 解 説

依存財源 4,802,057千円(71.1％)



２
億
４
、４
６
４
万
円

◆
公
共
施
設
改
修
事
業
…
１
、４
０
０

　
万
円

・
旧
成
香
小
学
校
・
旧
大
原
小
学
校

　
改
修
工
事

◆
難
視
聴
対
策
用
デ
ジ
タ
ル
中
継
局

　
整
備
事
業
…
２
、６
８
９
万
円

・
北
洞
爺
テ
レ
ビ
中
継
局
建
設
及
び

　
敷
地
購
入
費

◆
地
域
人
権
啓
発
活
性
化
事
業
…
１

　
０
０
万
円

・
人
権
啓
発
に
係
る
講
演
会
の
開
催

　
及
び
人
権
の
花
運
動

12
億
５
、８
１
５
万
円

◆
子
ど
も
手
当
支
給
事
業
…
１
億
１
、

　
８
０
１
万
円

４
億
６
、１
８
２
万
円

◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

　
接
種
に
対
す
る
費
用
助
成
事
業
…

　
２
８
３
万
円

◆
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業

総

務

費

民

生

費

衛

生

費

一
般
会
計
の
主
な
事
業

地方債(借金)の残高

基金(貯金)の残高

一 般 会 計

水道事業会計

合　　　計

簡易水道事業
特 別 会 計

公共下水道事業
特 別 会 計

169億1,941

59億1,712

8億9,252

15億4,813

252億7,718

162億　325

56億4,913

8億3,647

13億9,165

240億8,050

153億9,255

53億8,362

7億8,138

12億2,264

227億8,019

141億4,174

51億2,517

7億2,820

10億5,257

210億4,768

128億8,216

48億6,970

6億8,503

9億9,478

194億3,167

年　度

会計別
平成18年度 平成19年度 平成20年度

平成21年度
(見込み)

平成22年度
(見込み)

（単位：万円）

財政調整基金

減 債 基 金

そ の 他 特 定
目 的 基 金

計

8億9,820

3億1,516

5億8,342

17億9,678

7億　759

2億1,651

8億8,115

18億　525

5億3,746

1億　210

12億1,144

18億5,100

4億3,873

241

11億7,083

16億1,197

2億5,711

262

11億1,276

13億7,249

年　度

会計別
平成18年度 平成19年度 平成20年度

平成21年度
(見込み)

平成22年度
(見込み)

（単位：万円）

■
財
政
調
整
基
金

■
減
債
基
金

用 語 解 説

※歳入不足を補てんするために使用することができる基金は、財政調整基金と減債基金である。

　突発的な災害や緊急を要

する経費に備えるために設

置される基金です。また決

算剰余金が多い時は多く積

み立て、財源不足時に取り

崩すという、年度間調整的

な役割を果たします。

　町債（借金）の償還（返済）

の増加に備えるために設置

される基金です。公債費（借

金返済）が他の経費を圧迫

するような場合には、減債

基金を取崩して公債費に充

てます。



　
…
２
０
４
万
円

３
、１
５
４
万
円

◆
冬
期
就
労
対
策
事
業
…
２
０
２
万

　
円

◆
緊
急
雇
用
創
出
対
策
事
業
…
１
、５

　
１
６
万
円

・
短
期
的
な
雇
用
の
創
出
（
指
定
介

　
護
予
防
支
援
事
業
、
環
境
美
化
整

　
備
事
業
、
埋
蔵
文
化
財
整
備
事
業
・

　
観
光
振
興
事
業
に
係
る
雇
用
の
創

　
出
）

◆
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
対
策
事

　
業
…
１
、０
９
７
万
円

・
継
続
的
な
雇
用
の
創
出
（
地
域
活

　
性
化
情
報
収
集
業
務
、
観
光
振
興
、

　
道
の
駅
活
性
化
に
係
る
継
続
的
雇

　
用
の
創
出
）

２
億
１
、５
２
５
万
円

◆
農
家
台
帳
・
農
地
地
図
デ
ー
タ
整

　
備
事
業
…
１
５
７
万
円

◆
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事

　
業
…
６
、３
１
８
万
円

・
森
林
の
適
正
管
理
を
行
う
た
め
の

　
作
業
道
整
備

◆
虻
田
漁
港
（
大
磯
分
区
）
整
備
事

　
業
負
担
金
…
５
、０
０
０
万
円

◆
虻
田
漁
港
（
大
磯
分
区
）
宅
地
埋

　
立
造
成
事
業
…
４
、７
０
０
万
円

２
億
４
、３
３
０
万
円

◆
洞
爺
湖
温
泉
誕
生
１
０
０
年
記
念

　
事
業
…
１
、４
０
０
万
円

・
洞
爺
湖
温
泉
誕
生
１
０
０
年
記
念

　
事
業
実
行
委
員
会
に
対
す
る
補
助

◆
洞
爺
・
水
の
駅
周
辺
地
区
整
備
事

　
業
…
８
、４
１
５
万
円

・
芸
術
文
化
通
り
整
備
、
道
道
豊
浦

　
洞
爺
線
の
外
灯
設
置
、
水
の
駅
広

　
場
の
案
内
板
設
置
、
い
こ
い
の
家

　
の
敷
地
購
入
費

４
億
８
、６
０
８
万
円

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
…
１
８

　
０
万
円

・
草
刈
機
の
購
入２

億
９
、１
０
４
万
円

◆
特
別
支
援
教
育
支
援
員
・
介
護
員

　
配
置
事
業
…
１
、５
７
６
万
円

◆
虻
田
高
等
学
校
に
対
す
る
生
徒
募

　
集
等
支
援
事
業
…
５
１
５
万
円

◆
児
童
会
運
営
事
業
…
１
、３
２
５
万

　
円

◆
高
砂
貝
塚
保
存
整
備
事
業
…
７
６

　
４
万
円

・
高
砂
貝
塚
整
備
に
向
け
て
の
発
掘

　
調
査
及
び
整
備
検
討
委
員
会
の
開

　
催

17
億
３
、１
２
９
万
円

・
借
入
れ
し
た
町
債
（
借
金
）
を
返

　
済
す
る
費
用

12
億
９
、３
６
０
万
円

・
職
員
等
の
給
与
、
共
済
費
な
ど
を

　
支
払
う
費
用

労

働

費

商

工

費

土

木

費

教

育

費

公

債

費

給

与

費

農
林
水
産
業
費



　町の仕事の総点検をおこなうために事務事業評価を実施しています。

　事務事業評価とは、町が行うさまざまな仕事を点検し、それを改善へとつなげるための仕組みです。

「何が地域に必要なサービスなのか」、「より低コストでサービスを提供することができないのか」など、限りある財源をよ

り効果的に使い、より良いまちづくりを行うために欠かせない手法です。

　21年度は、「一般行政サービス分」、「補助金分」、「施設分」の３つの区分に分類し、評価を行いました。

　今後も事務事業評価の仕組みを活用し、より効果的、効率的な行政運営を図ります。

行財政改革を推進するための仕組みについて

事務事業を所管する課 (1)一般行政サービス (2)補助金等 (3)公共施設 計

総 務 課

企 画 防 災 課

税 務 財 政 課

住 民 課

健 康 福 祉 課

観 光 振 興 課

産 業 課

建 設 課

環 境 課

上 下 水 道 課

総 合 支 所

管 理 課

社 会 教 育 課

(給 食 セ ン タ ー)

(温 泉 支 所)

計

７件

５件

３件

３件

２２件

１１件

５件

４件

１０件

４件

９件

１３件

８件

１件

１件

１０６件

－

４件

２件

５件

１１件

４件

１５件

－

４件

２件

４件

８件

１３件

－

－

７２件

－

－

－

２２件

３件

－

２件

－

－

－

８件

－

９件

－

－

４４件

７件

９件

５件

３０件

３６件

１５件

２２件

４件

１４件

６件

２１件

２１件

３０件

１件

１件

２２２件

☆評価結果については、次回以降の広報紙等でお知らせいたします。

■21年度の各課の評価実施状況

１　目的の妥当性
・誰のための事業か
・どのような効果を狙うのか

２　代替性
・民間委託等が経済的でないか
・行政がやるべきことか

３　経済性・効率性
・事業コストを下げられないか
・受益者負担は適正なのか

４　事業休廃止の影響
・なぜ休廃止できないのか
・休廃止でどういう影響があるか

■評価の視点

各事務事業を４つの視点で評価

21年度事務事業評価の全体像

計画(Plan)：事業の目的や目標を明らかにします。

実施(Do)：実施し、目標実現に努めます。

評価(Check)：４つの評価視点などで評価をします。

改善(Action)：評価結果による課題を踏まえて、

　　　　　　 事務事業を改革・改善します。

事
務
事
業
の
体
系

政策

施策

事務事業(222件)

一般行政サービス分　106件
補助金分　　　　　　 72件
公共施設分　　　　　 44件



シリーズ
企画防災課行財政改革推進室　74-3004

⑦

行財政改革審議会委員(第３期)が決定

地域審議会(第３期)が決定

　　では、行政改革大綱に掲げた改革・改善の具体的な数値目標を定めた「洞爺湖町行政改革実施計画（集中改革プラン）」

　　を策定し、行財政改革の推進を図っています。

　このたび、この行政改革実施計画の進行管理や町の行財政改革全般に対し意見を述べるなど、行財政改革の推進に必要

な事項を審議していただく行財政改革審議会（町長の諮問機関として設置）委員の任期満了に伴い、新たに９名の方が第

３期目の委員に委嘱されました。

　審議会委員の構成は次のとおりで、任期は２年となっています。

　地域審議会は、町民の皆さんの合併による不安を解消し、それぞれの地域の実情を施策に反映していくため、合併協議

に基づき、虻田地区、洞爺地区にそれぞれ設置されたものです。

　地域審議会では、さまざまな地域課題などを審議いただいておりますが、このたび委員の任期満了により第３期となる

両地区地域審議会の委員が次のとおり決定されましたのでお知らせします。

委 員 区 分 氏 名 住 所

公共的団体に属する者

町政に優れた見識を
有 す る 者

公 募 に よ る 者

塚 本 政 寛
村 上 隆 昭
菊 　 地 　 　 　 博
橋 本 豊 子
四 　 宮 　 　 　 博
桑 原 　 敏
福 島 浩 二
平 　 手 　 忠 　 男
大 　 西 　 晴 　 雄

栄 町
洞 爺 町
成 香
洞 爺 町
高 砂 町
洞 爺 町
本 町
高 砂 町
青 葉 町

■洞爺湖町行財政改革審議会

委 員 区 分 氏 名 住 所

公 共 的 団 体 に

属 す る 者

町政に優れた見識を有する者

公 募 に よ る 者

奥 山 耕 一
鈴 木 雅 善
中 村 敏 之
小 林 周 二
越 後 節 子
阿 部 恵 次
吉 田 　 聡
河 村 　 均

洞爺湖温泉
泉

洞爺湖温泉
入 江
洞爺湖温泉
旭 町
旭 町
高 砂 町

■虻田地区地域審議会

委 員 区 分 氏 名 住 所

公 共 的 団 体 に

属 す る 者

町政に優れた見識を有する者

公 募 に よ る 者

藤 盛 重 晴
高 橋 哲 也
稲 實 邦 章
毛 利 正 則
佐 長 邦 愛
伊 藤 文 雄
矢 野 春 美
矢 野 克 典

洞 爺 町
洞 爺 町
洞 爺 町
香 川
洞 爺 町
成 香
大 原
洞 爺 町

■洞爺地区地域審議会

論議をする行財政改革審議会委員の皆さん論議をする行財政改革審議会委員の皆さん

(敬称略)

(敬称略) (敬称略)



第25回ふれあう心の文化広場
多彩な演目披露

税をテーマにしたポスター募集
洞爺中伊藤さん胆振支庁長賞

有珠山の温度測定
活動している火山を実感

地域を活性化する花づくりを提言
色や品種を一工夫

　　珠山噴火から10年の節目に合わせて、洞爺湖ビジター

　　センターが主催して、３月20日「有珠山の体温を測り

に行こう」が行われました。町内外の親子づれら12人が参

加して、有珠山の温度を測り、場所による違いに火山の不

思議さを改めて実感しました。

　当日は、同センターの佐々木伸さんと藤井安澄さんのガ

イドで、西山山麓火口群を巡りながら、噴火の傷跡を観察。

その後、西山火口散策路の第２展望台付近で測定を開始する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と、５度前後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から100度近

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い場所があり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子どもらは現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在も有珠山が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活動している

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことを肌で感

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じていました。

　　24回全道中学生の税をテーマとしたポスター募集で、

　　洞爺中学校の伊藤七海（２年）さんが胆振支庁長賞を

受賞しました。

　３月18日同校で授賞式があり、胆振支庁佐藤明課税課長

から、表彰状が授与されました。

　北海道が、中学生に暮らしの中で活かされている「税」

に対する関心を持ち、理解を深めてもらう目的で始めてい

るもので、今

回は胆振管内

から28校799

点の応募があ

り、その内20

点が支庁長賞

に選ばれまし

た。

　　月14日、洞爺湖文化団体連絡協議会主催の「第25回ふ

　　れあう心の文化広場」が、洞爺湖文化センターで開か

れ、たくさんの来場者を前に、日頃の練習の成果を発表し

ました。

　同協議会の恒例行事で、今年は町内を始め周辺市町村か

ら27団体が33の演目を披露しました。

　オープニングは、昨年同様清水友愛の里琴クラブと邦楽

の会の合同演奏で、琴の澄み切った音色が会場を包み込み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ました。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そのほか女性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーラスや太極

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拳の演舞、カラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オケ、民謡、日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞など多彩なス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テージが繰広げ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られました。

　　２回花を活かした景観・まちづくりセミナーが、３月

　　17日室蘭土木現業所が主催して、とうや湖コミュニテ

ィセンターで開かれ、町内外から約60人が参加して花によ

る景観づくりを学びました。

　講師は、寒冷地のバラの第一人者として活躍しているガ

ーデンプランナー工藤敏博さん。

　工藤さんは、「自然に近いところの園芸はむずかしい。

絶対自然には勝てない。」と持論を展開しながら、洞爺湖

では、球根ベゴニアなどオリジナルな植物やものすごく手

をいれた園芸

植物などで独

自性をだして

いくことが大

切」と具体的

な提言を行い

ました。

表彰状を受取る伊藤さん（右）表彰状を受取る伊藤さん（右）

美しいハーモニーで聴衆を魅了したフラワービーンズ美しいハーモニーで聴衆を魅了したフラワービーンズ

景観作りの具体的な方法を学ぶ参加者ら景観作りの具体的な方法を学ぶ参加者ら

温度測定を見つめる親子づれら温度測定を見つめる親子づれら



レイクヒル牧場道知事賞
　「草づくり」コンクール

「洞爺湖かるた」読み札の句採用
虻小５年生13人に感謝状

財田自然体験ハウスで「とうふづくり」
　出来立てに大満足

図書まつりで読み聞かせ
アフリカ太鼓に歓声響く

　　海道草地協会が開催している「草づくりコンクール」

　　で、町内花和のレイクヒル牧場（塩野谷幸一社長）が、

最高の知事賞を受賞し、３月11日には、牧場長の塩野谷孝

二さんが、役場を訪れ、町長に受賞の報告を行いました。

　化成肥料の節減など、放牧地の土作りの徹底から良質な

牧草の確保で、乳量をアップさせた先進的な経営が高い評

価を受けました。塩野谷牧場長は「やり方が間違っていな

かったということで自信になります」と喜びを語りました。

　５月の

全国コン

クールに

北海道代

表として

審査を受

けること

になって

います。

　　うや湖温泉旅館組合女性部（中村百合子部長）は、３

　　月12日虻田小学校を訪れ、募集した「洞爺湖かるた」

の読み札の句に採用した同小５年生13人に感謝状を贈りま

した。

　５年生は、「洞爺湖町のＰＲ」を総合的な学習の時間の

テーマとしていて、その一環で応募しました。

　「やせがえる　洞爺湖来れば　太がえる」と詠んだ岡部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太一くんは「ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わりのみんな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に受けていた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので、多少自

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信があった」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と採用を喜ん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でいました。

　　月13日、図書まつり（教育委員会主催）が洞爺総合セ

　　ンターで開かれ、約40人の保育所園児や小学校低学年

の児童らが参加して開かれました。

　最初に、読み聞かせグループ「たんぽぽの会」のみなさ

んによる絵本の読み聞かせが行われ、子ども達は食い入る

ように絵本を見つめていました。

　引き続きアフリカ太鼓「トヤトヤ」の皆さんによる太鼓

演奏が披露され、軽快なリズムが響き渡ると子供たちもい

っしょに

踊りだし、

歓声が場

内にとど

ろいてい

ました。

　　田自然体験ハウスでは、３月13日普段食べている豆腐

　　がどのように作られているのか、実際に体験してみよ

うと「豆腐づくり」が行われ、親子づれなど11人が参加し

て、初体験に挑戦しました。

　同体験ハウス鈴木利典さんの指導で、洞爺で収穫した大

豆を使って、生呉（なまご）作りから、ひとつづつ過程を

ふんで最後に寄せ豆腐を完成。残ったおからを使った「ス

コーン」づくりも同時に行われ、子供たちに大好評でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最後に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試食を行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い「大豆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の香りが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利いてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る」など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自作の豆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腐に舌鼓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を打って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いました。

感謝状を受ける虻田小学校の児童感謝状を受ける虻田小学校の児童

知事賞を受賞した塩野谷牧場長（左）知事賞を受賞した塩野谷牧場長（左）

豆腐作りに挑戦する親子づれ豆腐作りに挑戦する親子づれ

トヤトヤのみなさんと共演する子どもらトヤトヤのみなさんと共演する子どもら



　
　
ガ
や
病
気
な
ど
で
救
急
車
を
要

　
　
請
し
た
時
、
救
急
隊
が
到
着
す

る
ま
で
の
間
に
適
切
な
応
急
手
当
を

怠
る
と
、
生
命
に
危
険
を
伴
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
心
肺
停
止
状

態
と
な
っ
た
患
者
さ
ん
は
毎
分
約
７

〜
10
％
救
命
率
が
低
下
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
見
て
も
、

救
急
隊
が
患
者
さ
ん
の
も
と
へ
到
着

す
る
ま
で
の
時
間
は
平
均
で
約
６
分

と
言
わ
れ
て
お
り
、
年
々
現
場
到
着

時
間
が
延
び
て
い
る
地
域
も
多
い
よ

う
で
す
。
洞
爺
湖
消
防
署
で
は
救
急

隊
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
、
患

者
さ
ん
の
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人（「
バ

イ
ス
タ
ン
バ
ー
」
と
い
う
。
）
が
行

う
救
命
手
当
の
方
法
に
つ
い
て
、
平

成
22
年
度
も
定
期
救
急
講
習
会
（
６

月
・
９
月
・
12
月
・
平
成
23
年
３
月
）

を
開
催
し
、
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
事
務
所
か

ら
の
救
急
講
習
会
開
催
依
頼
も
随
時

受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
人
で

も
多
く
の
方
に
受
講
し
て
頂
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　

　
西
胆
振
消
防
組
合
で
は
、
ケ
ガ
や

病
気
な
ど
で
緊
急
搬
送
を
す
る
場
合

に
備
え
て
、
計
６
台
の
救
急
車
を
有

し
て
お
り
、
洞
爺
湖
町
に
は
本
町
地

区
と
洞
爺
湖
温
泉
地
区
に
計
２
台
が

24
時
間
体
制
で
出
動
に
備
え
て
お
り

ま
す
。
近
年
、
救
急
車
を
要
請
す
る

方
の
中
に
は
「
救
急
車
で
行
け
ば
優

先
し
て
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

る
。
」、「
今
日
、
病
院
の
通
院
日
な

の
で
早
め
に
病
院
に
行
き
た
い
。」な

ど
緊
急
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
要
請
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

要
請
で
救
急
車
が
活
動
し
て
い
る
間

に
、
さ
ら
に
救
急
要
請
が
入
る
と
次

に
近
い
救
急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に

な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
現
場
到

着
時
間
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
救
急
車
を
要

請
す
る
前
に
「
緊
急
性
」
や
「
重
症

度
」
を
今
一
度
確
認
し
て
頂
き
、
自

分
で
病
院
へ
行
け
る
場
合
は
救
急
車

以
外
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
般
家
庭
や
空
地
で
の
ゴ
ミ
焼
き

は
煙
や
悪
臭
が
発
生
し
近
隣
住
民
の

方
の
迷
惑
と
な
り
、
ま
た
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
や
有
害
物
質
の
発
生
、
そ
し

て
火
災
発
生
の
原
因
と
な
る
た
め
、

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
部
例
外
と
し
て
、
農
業
、
林
業
、

漁
業
の
方
が
業
と
し
て
行
う
場
合
や

風
俗
習
慣
的
又
は
宗
教
上
の
行
事
を

行
う
た
め
な
ど
の
ゴ
ミ
焼
き
や
火
入

れ
は
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
場
合
も
消
防
署
へ
「
火
災
と
ま
ぎ

ら
わ
し
い
煙
ま
た
は
、
火
災
を
発
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
な
ど
」
の
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
へ
の
火
入
れ
に
つ
い

て
も
、
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
実
施
の
際
は
役
場
生
活

環
境
課
及
び
消
防
署
へ
の
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
消
防
署
で
は
無
届
の
火
入
れ
に
つ

い
て
、
火
災
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
は
そ
の
場
で
火
入
れ
を
止
め
る
よ

う
指
導
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
常
習

性
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
警
察
へ

通
報
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

一
般
家
庭
や
空
地
で
の
ゴ
ミ
焼
き
は

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
交
通

　
　
事
故
に
遭
い
、
負
傷
や
死
亡
し

た
と
き
の
た
め
に
、
安
い
掛
け
金
と

簡
単
な
手
続
き
で
加
入
で
き
る
「
町

民
交
通
傷
害
保
険
制
度
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
に
居
住
（
住
民
登
録
・

外
国
人
登
録
）
し
て
い
る
方
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
加
入
者
が
交
通
事
故
に
よ
り
医
療

機
関
に
か
か
っ
た
と
き
は
、
保
険
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。
保
険
金
は
、
け

が
を
し
て
医
師
の
治
療
を
受
け
た
場

合
は
、
治
療
期
間
に
応
じ
て
５
千
円

〜
12
万
円
ま
で
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

死
亡
、
ま
た
は
重
度
後
遺
症
が
生
じ

た
場
合
の
保
険
金
の
支
払
い
は
、
加

入
１
口
で
１
０
０
万
円
、
２
口
で
は

２
０
０
万
円
が
限
度
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
保
険
料
　
一
人
１
口
年
間
３
６
０

円
（
途
中
加
入
は
月
割
30
円
）
で
一

人
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

◆
申
込
み
　
住
民
課
ま
た
は
洞
爺
総

合
支
所
、
洞
爺
湖
温
泉
支
所
の
窓
口

に
あ
る
加
入
用
紙
に
記
入
し
、
掛
け

金
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
　
住
民
課
交
通
防
犯
係（
　

74-

３
０
０
２
）
へ
。
　

応
急
手
当
の
普
及
啓
発

救
急
車
の
適
正
利
用
の

お
願
い
に
つ
い
て

家
庭
で
の
ゴ
ミ
焼
き
・
農
地

へ
の
火
入
れ
に
つ
い
て

洞爺湖消防署(　76-2119)・温泉分署(　73-1119)・洞爺支署(　87-2119)『火災・救急・救助119番』

平
成
22
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
２
月
28
日
現
在

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
83
件

平
成
22
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
２
月
28
日
現
在

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
83
件

「
消
え
る
ま
で
　

　
ゆ
っ
く
り
火
の
元

　
　
に
ら
め
っ
子
」

■
統
一
標
語

『
町
民
交
通
傷
害
保
険
の
加

入
手
続
き
は
お
済
で
す
か
』



　
　
入
者
（
被
保
険
者
）
の
方
に
お

　
　
支
払
い
い
た
だ
く
保
険
料
は
、

２
年
ご
と
に
保
険
料
率
を
決
め
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
22
・
23
年
度
の
新
し
い
保
険

料
率
を
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
全
て
の
加
入
者
（
被

保
険
者
）
の
方
に
か
か
り
ま
す
。

　
保
険
料
額
は
、
加
入
者
（
被
保
険

者
）
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等
割

額
」
と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」の
合
計
で
計
算
し
ま
す
。

　
世
帯
主
や
加
入
者
（
被
保
険
者
）

の
所
得
に
応
じ
て
、
保
険
料
の
軽
減

が
あ
り
ま
す
。

(1) 

均
等
割
の
軽
減-

所
得
に
応
じ

て
、
均
等
割
４
４
、１
９
２
円
が
次
の

と
お
り
軽
減
と
な
り
ま
す
。

（
軽
減
は
、
世
帯
の
加
入
者
全
員
と

世
帯
主
の
所
得
の
合
計
で
判
定
し
ま

す
。
加
入
者
で
は
な
い
世
帯
主
の
所

得
も
判
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
）

(2) 

所
得
割
の
軽
減-

加
入
者
個
人
の

所
得
で
判
定
し
ま
す
。

　
前
年
の
所
得
か
ら
33
万
円
を
引
い

た
額
が
58
万
円
以
下
の
方
は
、
所
得

割
が
５
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

(

例
）年
金
収
入
１
８
０
万
円
の
場
合

＊
軽
減
判
定
↓
１
８
０
万
円-

１
２

０
万
円(

公
的
年
金
等
控
除)-

33
万

円(

基
礎
控
除)

＝
27
万
円(

軽
減
に
該

当)＊
所
得
割
↓
27
万
円
×
10
・
28
％
×

５
割
＝
１
３
、８
７
８
円
〈
年
間
保
険

料
の
う
ち
所
得
割
額
分
〉

(3) 

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
方
の
保
険
料
の
軽
減

　
こ
の
制
度
に
加
入
し
た
時
に
、
被

用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、

所
得
割
は
か
か
ら
ず
均
等
割
が
９
割

軽
減
と
な
り
ま
す
。

※
被
用
者
保
険
と
は
…

　
全
国
健
康
保
険
協
会
管
掌
健
康
保

険
や
組
合
管
掌
健
康
保
険
、
共
済
組

合
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
健
康
保
険
の
こ
と
で
す
。
市
町
村

の
国
民
健
康
保
険
や
国
民
健
康
保
険

組
合
は
、
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　　
加
入
者
（
被
保
険
者
）
の
皆
様
に

健
康
や
医
療
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
制
度
の
健

全
な
運
営
を
図
る
た
め
に
、
医
療
費

通
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
７
月
か
ら
平
成
21
年
12

月
診
療
分
の
医
療
費
通
知
を
、
３
月

末
に
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
よ
り
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
通
知
は
、
請
求
書
で
は
な

く
、
医
療
機
関
等
か
ら
の
診
療
報
酬

明
細
書
に
基
づ
き
「
医
療
費
の
総
額
」

を
記
載
し
て
お
り
、
記
載
さ
れ
て
い

る
月
に
病
院
や
薬
局
な
ど
に
か
か
ら

れ
た
一
覧
で
す
。

　
医
療
機
関
等
の
請
求
の
遅
れ
な
ど

の
た
め
、
医
療
費
通
知
に
記
載
さ
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
不
明

な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
北
海
道

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
ま
た
は

洞
爺
湖
町
住
民
課
国
保
医
療
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
　
０
１
１-

２
９
０-

５

６
０
１
・
洞
爺
湖
町
役
場
住
民
課
国

保
医
療
係
　
74-

３
０
０
２

●
保
険
料
の
計
算
方
法

（
平
成
22
年
度
）

●
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

●「
医
療
費
通
知
」に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

〜
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
〜

均　等　割
(加入者が等しく負担)

平成20・21年度
(年間)

43,143円

平成22・23年度
(年間)

44,192円
【1,049円増】

所　得　割
(加入者の所得に応じて負担)

平成20・21年度

9.63%

平成22・23年度

10.28%
【0.65ポイント増】

※保険料の計算は、均等割額と所得割額を合算後に、100円未満を切り捨てます。

33万円かつ加入者全員が年金収入80万円以下で
他の所得がない

33万円＋(24万5千円×世帯主以外の加入者数)
●単身世帯の方は該当しません。

33万円

33万円＋(35万円×世帯の加入者数)

所 得 が 次 の 金 額 以 下 の 世 帯
平成21年度

軽減割合

９割軽減

8.5割軽減

５割軽減

２割軽減

4,300円

6,300円

21,571円

34,514円

4,400円

6,628円

22,096円

35,353円

100円増

328円増

525円増

839円増

軽 減 後
均等割額

平成22年
度軽減後
均等割額

比 較

※この保険料率に基づく平成22年度の保険料額は、７月に
　「保険料額決定通知書」により個別に通知します。

均　等　割
【1人当たりの額】

44,192円

1年間の保険料
(100円未満切捨て)

(限度額50万円)

所　得　割
【本人の所得に

応じた額】

(平成21年中の
所得－33万円)

×
10.28％



　
　
で
は
、
70
歳
に
な
ら
れ
た
方
を

　
　
対
象
に
、
交
通
の
利
便
性
を
図

る
た
め
の
「
福
祉
バ
ス
事
業
」
や
町

内
の
入
浴
施
設
の
利
用
に
際
し
て
助

成
を
行
う｢

入
浴
助
成
事
業｣

な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
同

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
際
し
て
は
、
対

象
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

と
し
て
、
対
象
者
の
皆
さ
ん
に
「
高

齢
者
福
祉
証
」
を
提
示
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
の
で
、
70
歳
に
な
っ
た

方
は
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
福
祉
証
の
申
請
方
法
　
　 

　
誕
生
日
の
前
月
に
ハ
ガ
キ
に
よ
り

案
内
を
し
ま
す
の
で
、
写
真
（
縦
３

cm
×
横
２
・
５
cm
）
と
印
鑑
を
持
参
の

う
え
本
庁
健
康
福
祉
課
、
温
泉
支
所

及
び
洞
爺
総
合
支
所
住
民
係
の
い
ず

れ
か
の
窓
口
へ
、
誕
生
日
以
降
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
は
、
洞
爺
湖
町
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
70
歳
以
上
の
高
齢

者
方
が
、
路
線
バ
ス
な
ど
を
無
料
で

利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　
同
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
「
高

齢
者
福
祉
証
」
と
「
高
齢
者
福
祉
バ

ス
等
利
用
回
数
券
」
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
た
だ
し
、
「
高
齢
者
福
祉
バ
ス
等

利
用
回
数
券
」
は
７
月
末
日
ま
で
の

利
用
と
な
り
ま
す
。

　
本
町
・
花
和
地
区
の
方
は
、
本
庁

健
康
福
祉
課
窓
口
、
洞
爺
湖
温
泉
・

月
浦
地
区
の
方
は
方
は
洞
爺
湖
温
泉

支
所
窓
口
、
及
び
洞
爺
地
区
の
方
は

洞
爺
総
合
支
所
窓
口
ま
で
高
齢
者
福

祉
証
を
持
参
の
う
え
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。
無
料
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
交
付
の
際
、
主
な
利
用
目
的
・
利

用
経
路
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
　

　
バ
ス
ご
利
用
の
際
に
は
、
本
人
確

認
の
た
め
必
ず
高
齢
者
福
祉
証
の
提

示
を
し
、
回
数
券
を
利
用
く
だ
さ
い

（
７
月
末
ま
で
）。

■
回
数
券
に
は
登
録
番
号
が
記
入
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
本
人
以
外
の
方

の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
障
害
者
の
皆

さ
ん
が
、
利
用
し
て
い
る
「
高
齢
者

入
浴
助
成
券
」
と
「
障
害
者
入
浴
助

成
券
」
は
、
４
月
１
日
よ
り
「
平
成

22
年
度
用
の
新
券
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
新
券
の
販
売
交
換
は
、
本
庁
健
康

福
祉
課
、
温
泉
支
所
、
洞
爺
総
合
支

所
住
民
係
で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
「
高
齢
者
入
浴
助
成
券
」
は
、
１

枚
１
５
０
円
で
、
１
カ
月
15
枚
、
３

カ
月
分
45
枚
ま
で
、
ま
と
め
て
購
入

で
き
ま
す
。
「
障
害
者
入
浴
助
成
券
」

は
、
１
枚
大
人
１
５
０
円
、
小
学
生

50
円
、
幼
児
20
円
。
１
カ
月
の
限
度

数
は
、
高
齢
者
の
同
券
と
同
様
で

す
。

　
平
成
21
年
度
中
に
購
入
さ
れ
た
旧

券
は
、
現
在
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

余
っ
た
券
は
新
券
と
交
換
い
た
し
ま

す
。
な
お
旧
券
の
換
金
は
、
原
則
と

し
て
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

高
齢
者
福
祉
証
につ

い
て

高
齢
者
・
障
害
者
へ
の
入
浴
助

成
券
の
販
売
と
旧
券
と
の
交
換

利
用
回
数
券
の
交
付

福
祉
バ
ス
な
ど
の
制
度

福祉・高齢者
グループからの
お知らせ
　　　　　　74-3001

●福祉バス

洞爺湖町内を走る路線

バス

●巡回バス

洞爺駅を起点に協会病

院前、入江地区などを

巡回しているバス

●花和経由バス

温泉ターミナルから花和、

清水を経由し協会病院

まで運行するバス

路線バス
などとは

Ｑ　70歳になったら必ず「高齢者

　福祉証」をもらわなければいけ

　ないの？

Ａ　必ずではありませんが、「高齢

　者福祉証」がなければ「入浴

　助成」　「福祉バス等」のサービ

　スを利用することができません。

Ｑ　70歳を過ぎているが、「高齢者

　福祉証」をもらっていない。どう

　すればもらえるの？

Ａ　本庁健康福祉課・温泉支所・洞

　爺総合支所住民係のいずれかの

　窓口へ身分証明書・印鑑・写真（縦

　3cm×横2.5cm）をお持ちいただ

　ければ即日交付いたします。

Ｑ　「高齢者福祉証」に記載されて

　いる住所から転居（町内）したが

　そのまま使用してもいいの？

Ａ　そのままではいけません。今

　お持ちの「高齢者福祉証」をお持

　ちいただければ新しい住所のも

　のと即日お取替えいたします。

よくある
Ｑ＆Ａ
よくある
Ｑ＆Ａ



　
入
浴
助
成
券
を
購
入
さ
れ
る
と
き
、

ま
た
入
浴
の
際
に
は
、
ご
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
必
ず
「
高
齢
者
福
祉
証
」
か
「
障

害
者
手
帳
」
の
提
示
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
方
を
対
象
に
、
心
身
の
健
康
維
持

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
町

営
浴
場
、
民
間
温
泉
施
設
で
の
入
浴

に
対
し
て
の
「
入
浴
券
」
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
「
一
般
入
浴
回
数
券
」（
４

２
０
円
と
記
載
の
あ
る
も
の
）
は
、

引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

た
だ
し
、「
４
２
０
円
」
と
記
載
さ
れ

て
い
な
い
も
の（
３
７
０
円
等
）は
、

各
入
浴
施
設
に
入
浴
券
と
差
額
を
お

支
払
い
願
い
ま
す
。

■
購
入
価
格
は
、
１
組
大
人
４
、２
０

０
円
、
小
学
生
１
、４
０
０
円
、
幼
児

７
０
０
円
。

　
一
般
入
浴
回
数
券
は
10
枚
１
組
で

組
単
位
で
の
購
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
浴
回
数
券
の
払
い
戻
し
や

買
取
り
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
確
認
の
う
え
ご
購
入
し
て
く
だ
さ

い
。

「
松
の
湯
」
専
用
回
数
券
は
引
き
続

き
本
庁
健
康
福
祉
課
、
温
泉
支
所
、

洞
爺
総
合
支
所
住
民
係
、
松
の
湯
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
「
洞
爺
い
こ
い

の
家
」
専
用
回
数
券
は
洞
爺
い
こ
い

の
家
で
の
販
売
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
購
入
価
格
は
、
１
組
大
人
４
、２
０

０
円
、
小
学
生
１
、４
０
０
円
、
幼
児

７
０
０
円
。

　
専
用
回
数
券
は
11
枚
１
組
で
組
単

位
で
の
購
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
入
浴
回
数
券
の
払
い
戻
し
や
買

取
り
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご

確
認
の
う
え
ご
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
10
回
分
の
料
金
で
11
回
券
と
な
っ

て
い
る
の
で
お
得
な
回
数
券
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
民
間
温
泉
施
設
で
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
町
営
浴
場
で
は
、
高
齢
者
入

浴
助
成
券
、
一
般
入
浴
回
数
券
、
障

害
者
入
浴
助
成
券
で
の
入
浴
も
可
能

で
す
。

　
　
権
擁
護
委
員
の
三
浦
敦
子
さ
ん

　
　
が
平
成
22
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
、
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
三
浦
さ
ん
に
は
昭
和
54
年
８

月
15
日
か
ら
30
年
７
ヶ
月
の
長
き
に

わ
た
り
、
地
域
の
人
権
擁
護
、
人
権

啓
発
の
推
進
の
た
め
、
様
々
な
場
面

で
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
付
で
、
安
住
八
重
子
さ

ん
が
新
た
に
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
五
十
嵐
優
子
さ
ん
が
再
任
さ

れ
、
同
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
侵
害
、

家
庭
内
の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め
ご

と
、
い
じ
め
な
ど
、
人
権
問
題
に
つ

い
て
の
相
談
に
応
じ
、
相
談
者
の
自

主
的
な
問
題
解
決
に
向
け
て
の
援
助

を
行
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

入
浴
さ
れ
る
皆
さ
ん

へ
の
お
願
い

一
般
入
浴
回
数
券
の販

売

町
営
浴
場
専
用
の

回
数
券
販
売

Ｑ　70歳以上の町民は、「一般入浴

　券」を購入することはできないの？

Ａ　「一般入浴券」は町民を対象に

　交付していますので、購入・利用

　することが出来ます。

Ｑ　幼児が小学生（小学生が中学

　生（大人））になり、当時の入浴券

　が余ってしまったが、１回の入

　浴で入浴券を複数枚使って又は

　差額を支払って入ることはでき

　ますか？

Ａ　町では、利用された入浴券を

　各施設から回収し利用状況の実

　態調査していますので、入浴券

　を複数枚使い入浴する事や差額

　を支払っての入浴はできません。

　また、入浴券の買取、払い戻しは

　行っていません。

よくある
Ｑ＆Ａ
よくある
Ｑ＆Ａ

人
権
擁
護
委
員
は
、あ
な
た
の

街
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す

人権イメージキャラクター『人ＫＥＮまもる君・人ＫＥＮあゆみちゃん』

■人権擁護委員　　　　　　　　　　（敬称略）



　
　
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が

　
　
60
歳
未
満
で
退
職(

失
業)

す
る

と
、
役
場
年
金
窓
口
で
国
民
年
金
の

第
一
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の
手

続
き
を
行
い
、
月
額
１
５
、１
０
０
円

（
平
成
22
年
度
４
月
分
か
ら
）
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

経
済
的
に
困
難
な
方
に
は
、
申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除
制
度
を

利
用
す
る
と
、
保
険
料
を
納
め
な
く

と
も
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は
次
の
よ

う
に
扱
わ
れ
ま
す
。
 
老
齢
基
礎
年

金
・
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
資
格
期

間
の
25
年
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
 
老

齢
基
礎
年
金
の
二
分
の
一
の
年
金
額

が
保
障
さ
れ
ま
す
。
 
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　
免
除
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
そ
の

前
年
度
に
退
職(
失
業)

し
た
方
が
、

特
例
免
除
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

審
査
の
対
象
と
な
る
ご
本
人
の
所
得

の
状
況
を
除
外
し
て
審
査
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
配
偶
者
、
世
帯
主
に
一
定

以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
免
除
が

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
※
退
職
に
は
自
己
都
合
退
職
も
含
む
）

■
手
続
き
は
…

　
特
例
免
除
の
申
請
に
は
、
役
場
窓

口
へ
「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
 
年

金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
、
 
認
め
印

（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）、

 
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
公
的
機
関
の
証
明
の
写
し
（
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
、
離
職
票
等
）

な
ど
で
す
。

■
被
扶
養
配
偶
者
の
方
は
…

　
厚
生
年
金
加
入
者
の
被
扶
養
配
偶

者
の
方
も
、
配
偶
者
の
退
職(

失
業)

に
よ
っ
て
、
国
民
年
金
の
種
別
が
、

第
三
号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号
被
保

険
者
に
変
更
、
保
険
料
の
納
付
義
務

が
生
じ
ま
す
が
、
配
偶
者
の
方
が
退

職(

失
業)

時
の
特
例
免
除
に
該
当
す

れ
ば
、
同
時
に
免
除
申
請
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
免
除
が
認
め
ら
れ
ま

す
。

　
※
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

10
年
以
内
に
「
追
納
」
を
し
て
、
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
は
、
室
蘭
年
金
事
務
所（

０
１
４
３-

24-

７
１
０
４
）
へ

　
国
勢
調
査
実
施
年
の
平
成
22
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
出
生
・
死
亡
・
死
産
が
あ

っ
て
届
出
さ
れ
る
方
、
婚
姻
・
離
婚

の
届
出
を
さ
れ
る
方
は
、
届
書
に
「
職

業（
死
亡
は
産
業
を
含
む
）」
を
記
入

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。
詳
細

は
、
役
場
ま
た
は
各
支
所
窓
口
で
お

聞
き
く
だ
さ
い
。

住民課戸籍年金係　74-3002

…そこが知りたい

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌
　
【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
三
月
定
例
会
よ
り

晴
れ
渡
る
雪
の
あ
し
た
の
有
珠
山
に

　
　
　
　
　
歌
友
の
快
癒
を
ひ
た
に
祈
り
ぬ
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

角
砂
糖
カ
ッ
プ
に
入
れ
れ
ば
崩
れ
た
り

　
　
　
　
　
独
り
生
き
ゆ
く
吾
が
身
を
思
ふ
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

意
の
ま
ま
に
な
ら
ざ
る
も
の
を
そ
れ
で
も
な
ほ

　
　
　
　
　
生
か
さ
れ
て
い
る
身
の
哀
れ
さ
よ
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

水
仙
の
芽
の
萌
え
出
で
て
春
近
し
　

　
　
　
　
　
吹
く
来
る
風
は
ま
だ
寒
け
れ
ど
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

台
所
の
出
窓
に
ひ
っ
そ
り
五
年
も
の

　
　
　
　
　
今
が
さ
か
り
と
シ
ク
ラ
メ
ン
咲
く
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

夕
さ
れ
ば
カ
ー
テ
ン
を
閉
ぢ
つ
つ
し
み
て

　
　
　
　
　
配
膳
車
の
音
食
事
は
ま
じ
か
　
　
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

山
茱
萸
ひ
と
皮
む
け
て
春
近
し

　
　
　
　
　
伸
ば
し
し
枝
に
花
芽
そ
ろ
ひ
て
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

負
ん
ぶ
の
子
指
さ
し
ね
だ
る
春
の
星
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

春
の
星
ぽ
つ
り
と
先
の
こ
と
話
す
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

町
囲
む
山
に
斑
雪
の
魚
の
形
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

な
ぐ
さ
め
を
欲
し
く
て
仰
ぐ
春
の
星
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

春
星
や
戸
締
ま
り
早
き
独
り
の
灯
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

灯
の
船
に
そ
れ
ぞ
れ
の
距
離
春
の
星
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
三
月
定
例
会
よ
り

退
職(

失
業)

に
よ
る

特
例
免
除
制
度

と

も

さ
ん
し
ゅ
ゆ

は
だ
れ

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方

に
お
願
い

※
斑
雪
〜
ま
だ
れ
雪
の
意



　
い
ろ
ん
な
精
神
保
健
に
関
す
る
相
談
事
に
対

応
し
ま
す
。
精
神
科
医
師
な
ど
を
中
心
に
し
て

個
別
指
導
を
行
い
、
ま
た
、
そ
の
実
施
の
過
程

で
発
見
し
た
ケ
ー
ス
の
問
題
に
つ
い
て
、
適
切

な
助
言
そ
の
他
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
実
施
日
時
　
 
室
蘭
会
場
　
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜

　
　
　
　
　
　
 
伊
達
会
場
　
第
２
火
曜
日
　

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜

　
※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

■
実
施
場
所
　
 
室
蘭
会
場
　
室
蘭
保
健
所

　
　
　
　
　
　
 
伊
達
会
場
　
伊
達
市
保
健
セ

　
　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー

■
対 

象 

者
　
心
の
健
康
に
つ
い
て
悩
む
方

■
申 

込 

先
　
北
海
道
室
蘭
保
健
所
　
子
ど
も
・

　
　
　
　
　
　
保
健
推
進
課
　
精
神
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　
係

　
　
　
　
　
　
室
蘭
市
海
岸
町
１
丁
目
４
番
１
号

　
　
　
　
　
（
む
ろ
ら
ん
広
域
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

　
　
　
　
　
　
２
階
）

　
　
　
　
　
　
　
０
１
４
３-

24-

９
８
４
７

　町では、洞爺湖町次世代育成支援対

策推進地域行動計画（後期計画）素案

に対するパブリックコメント（計画に

対するご意見など）を、平成22年2月15

日から３月12まで募集しましたが、ご

意見などありませんでしたので、報告

　　　　　　　　いたします。ご協力

　　　　　　　　ありがとうございま

　　　　　　　　した。

　　　　　　　　健康福祉課福祉・高

　　　　　　　　齢者Ｇ

　　　　　　　　　74-3001

洞爺湖町次世代育成支援
対策推進地域行動計画（後
期計画）素案に関するパブ
リックコメントの報告　

平成22年度

精神保健福祉相談
「心の健康相談」
精神保健福祉相談
「心の健康相談」

　平成22年度の「北海道立心身障害者総合相談所」による巡回相談が、

室蘭市障害者福祉総合センターにて、開催されますのでお知らせいた

します。

■日　　時　第１回目　平成22年５月31日（月）～平成22年６月３日（木）

　　　　　　第２回目　平成22年９月６日（月）～平成22年９月８日（水）

　　　　　　第３回目　平成22年11月29日（月）～平成22年12月２日（木）

　　　　　　第４回目　平成23年１月31日（月）～平成23年２月２日（水）

■会　　場　室蘭市障害者福祉総合センター

　　　　　　室蘭市東町２丁目１－６　0143-45-6611

　　　　　　会場は都合により変更することがあります。

■相談内容　 18歳以上の身体障害者及び知的障害者の方々の、医学

　　　　　　　的、心理的及び職能的判定など。

　　　　　　 補装具の処方及び適合判定など。

　　　　　　 その他、障害に係る専門的相談など。

■申 込 み　相談は予約制なので、相談希望日の１カ月前までに洞爺

　　　　　　湖町役場健康福祉課福祉・高齢者グループ

　　　　　　までにご連絡ください。

　　　　　　　0142-74-3001

　　　　　　※相談によっては、事前に聞き取りをす

　　　　　　　る場合があります。

　　　　　　※相談件数が多い場合は、希望日

　　　　　　　にならない場合があります。

心身障害者の巡回相談の開催心身障害者の巡回相談の開催

　道では洞爺湖町の案をもとに、虻田都市計画区域の「整備、開発及び保全の

方針」の見直しを行い、素案を取りまとめました。

　これは今後の洞爺湖町のまちづくりに大きな関わりを持つ、都市計画のマス

タープランであることから、次のとおり広く皆様からのご意見を募集します。

■意見募集期間

　平成22年４月30日（金）必着。

■資料の入手方法

　素案及び意見募集要領などの資料は、意見募集期間に次の場所で閲覧及び配

　布を行います。

・洞爺湖町都市計画課

・道ホームページ

（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kn/tki/）

・道建設部まちづくり局都市計画課（道庁10階）

・各支庁行政情報コーナー

■問合せ

　道都市計画課（　011-204-5563）・洞爺湖町都市計画課（　0142-74-3012）

＊都道府県が、都市の目標、区域区分の有無及び方針、土地利用、都市施設や

　市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定の方針を、都市計画区域毎に

　定めるもので、各種都市計画は、全てこの方針に即して定められることとなり

　ます。

都市計画マスタープランへの意見を募集します



〈
一
　
般
〉
▽
ヘ
ブ
ン
（
川
上
美
映
子
）

▽
鉄
の
骨
（
池
井
戸
潤
）
▽
終
の
住

処
（
磯
崎
憲
一
郎
）
▽
水
神〈
上
・
下
〉

（
帚
木
蓬
生
）
▽
ハ
ッ
ピ
ー
・
リ
タ
イ

ア
メ
ン
ト
（
浅
田
次
郎
）

〈
児
童
書
〉▽
出
会
え
て
本
当
に
よ
か

っ
た
（
宮
西
達
也
）

〈
一
　
般
〉▽
秘
密
１
，
２
，
３
（
佐

伯
康
英
）
▽
ほ
か
な
ら
ぬ
人
へ
（
白

石
一
文
）
▽
カ
ッ
コ
ウ
の
卵
は
誰
の

も
の
（
東
野
圭
吾
）
▽
日
本
史
有
名

人
の
臨
終
図
鑑
（
新
人
物
往
来
社
）

▽
ご
は
ん
の
道
楽
・
料
理
を
お
い
し

く
す
る
仕
掛
け
（
奥
村
彪
生
）
▽
ト

マ
ト
と
き
ゅ
う
り
・
生
姜
と
葱
の
本

（
蘇
川
博
）
▽
絶
品
手
つ
く
り
こ
ん

に
ゃ
く
（
永
田
勝
也
）
▽
漁
師
直
伝

魚
の
食
べ
方
４
０
０
種
（
奥
本
光
魚
）

▽
金
日
麗
の
キ
ム
チ
入
門
（
金
日
麗
）

▽
梅
ち
か
ら
（
藤
清
光
）
▽
も
っ
と

ひ
ら
が
る
国
産
米
粉
ク
ッ
キ
ン
グ
（
坂

本
佳
奈
）
▽
か
ら
だ
に
や
さ
し
い
雑

穀
レ
シ
ピ
（
江
島
雅
歌
）
▽
わ
く
わ

く
野
菜
料
理
（
構
実
千
代
）

〈
児
　
童
〉▽
ち
ょ
っ
と
だ
け
（
瀧
村

有
子
）
▽
赤
い
実
（
井
上
靖
他
）
▽

車
掌
の
本
分
　
他
（
星
新
一
他
）
▽

最
後
の
一
句
　
他
（
杉
み
き
子
他
）

▽
朝
の
リ
レ
ー
（
谷
川
俊
太
郎
）

　
　
は
進
学
や
就
職
な
ど
で
転
居
の

　
　
多
い
季
節
。
引
越
し
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
対
処
法
を
Ｑ

＆
Ａ
で
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

Ｑ
引
越
し
業
者
選
び
の
コ
ツ
は
？

Ａ
た
く
さ
ん
業
者
が
あ
り
ま
す
が
、

国
交
省
か
ら
許
可
さ
れ
て
い
る
「
緑

ナ
ン
バ
ー
の
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
」
が

安
心
で
す
。
詳
し
く
は
室
蘭
地
区
ト

ラ
ッ
ク
協
会
（
　
０
１
４
３-

44-

５

６
６
２
）
ま
で

Ｑ
見
積
り
時
に
何
を
確
認
す
れ
ば
い

い
の
？

Ａ
見
積
り
は
複
数
社
か
ら
取
り
、
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

・
無
料
で
す
が
、
発
送
地
や
転
居
先

の
下
見
に
要
し
た
費
用
が
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

・
見
積
り
時
に
内
金
や
手
付
金
は
不

要
で
す
。

・
現
金
や
宝
石
貴
金
属
類
な
ど
の
貴

重
品
は
自
分
で
携
帯
す
る
こ
と
が
原

則
で
す
が
、
困
難
な
場
合
は
業
者
と

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
絵
画
や
骨
董
品
な
ど
の
高
額
品
、

ピ
ア
ノ
や
自
動
車
な
ど
の
大
型
荷
物
、

ペ
ッ
ト
の
輸
送
や
庭
木
の
移
植
は
付

帯
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
の
で
、
保
険
料

に
つ
い
て
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
壊
れ
や
す
い
物

の
取
り
扱
い
も
事
前
に
相
談
を
。

Ｑ
引
越
し
料
金
の
算
出
方
法
は
？

Ａ
一
般
的
に
車
輌
費
と
ド
ラ
イ
バ
ー

の
人
件
費
か
ら
な
り
、
日
時
や
季
節

な
ど
で
異
な
り
ま
す
。
引
越
し
の
距

離
に
よ
り
料
金
が
変
化
し
た
り
、
作

業
員
料
や
梱
包
資
材
料
、
有
料
道
路

利
用
料
、
一
時
保
管
料
な
ど
は
別
料

金
と
な
り
ま
す
。
引
っ
越
す
側
の
都

合
で
作
業
の
標
準
時
間
を
越
え
た
と

き
な
ど
は
、
車
輌
の
待
機
料
金
が
発

生
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
請
求
額
は
、
見
積
り
額
を
上
回
ら

な
い
の
が
原
則
で
す
が
、
荷
物
の
個

数
や
追
加
サ
ー
ビ
ス
を
頼
ん
だ
場
合
、

費
用
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
注
意
・
引
越
し
業
者
決
定
の
前
に

段
ボ
ー
ル
箱
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た

が
、
結
局
そ
の
業
者
を
キ
ャ
ン
セ
ル

し
た
場
合
、
も
ら
っ
た
段
ボ
ー
ル
箱

は
有
料
か
無
料
か
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
が
増
え
て
い
る
の
で
、
事
前
に
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

新
刊
案
内

読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分
ま
で

（
※
毎
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

●
４
月
の
休
館
日

15
日
・
22
日
・
30
日
・
５
月
６

祝
日
・
29
日
・
５
月
３
日
・
４
日
・
５
日
・

６
日

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
　
76-

２
１
０
０

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75-

４
７
０
２

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

引
越
し
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
た
め
に

　旧虻田町の選挙管理委員長を務めた齋藤敬親

さん（温２区）が、高齢者叙勲で旭日単光章を受け、

３月２日、役場町長室で伝達式が行われました。

　齋藤さんは、大正11年１月10日生まれの88歳。

昭和42年旧虻田町選挙管理委員会委員に就任し、

平成11年12月まで８期32年間の永きにわたり務

め上げました。平成７年間からは４年間委員長

を務めました。

齋藤敬親さん

高齢者叙勲で
旭日単光章

伝達を受ける長男の敬臣さん(左)伝達を受ける長男の敬臣さん(左)



　
　
生
１
０
０
年
記
念
事
業
委
員
会

　
　
で
は
、
食
の
宝
庫
で
あ
る
洞
爺

湖
周
辺
の
食
材
を
使
っ
て
、
洞
爺
湖

温
泉
の
食
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

ろ
う
と
地
元
食
材
を
Ｐ
Ｒ
す
る

「
『
食
』
本
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
、

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　
第
１
弾
と
し
て
、
２
月
６
日
の
洞

爺
湖
温
泉
誕
生
１
０
０
年
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
、
マ
ツ
カ
ワ
、
ホ

タ
テ
、ワ
カ
サ
ギ
、低
農
薬
野
菜
、神
内

フ
ァ
ー
ム
の
あ
か
毛
和
牛
な
ど
の
食

材
を
使
っ
た
料
理
の
試
食
会
を
実
施
。

第
２
弾
と
し
て
、
洞
爺
湖
周
辺
の
食

材
を
使
用
し
た
独
自
メ
ニ
ュ
ー
を
、

温
泉
街
の
各
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
で
提

供
し
、
地
元
産
の
美
味
し
さ
を
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
、
３
月
９
日
、10
日
を
サ
ン

キ
ュ
ウ
ー
デ
ー
に
設
定
し
、噴
火
湾
産

の
ホ
タ
テ「
と
う
や
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」を

17
の
施
設
で
提
供
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
３
月
か
ら
12
月
ま
で
、

月
々
の
旬
の
野
菜
を
一
つ
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
、
各
施
設
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
料

理
を
創
作
。
４
月
は
、
長
い
も
、
５

月
は
、
朝
採
り
の
ア
ス
パ
ラ
、
６
月

は
、
道
内
生
産
 
１
の
セ
ル
リ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園
、
ア
リ

オ
札
幌
が
あ
る
「
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ

ー
ク
」
で
、
５
月
２
〜
３
日
、
７
月

３
日
〜
４
日
、
９
月
18
〜
19
日
の
３

回
開
催
さ
れ
る
「
食
」
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
洞
爺
湖
周
辺
の
食
材
、

加
工
品
な
ど
の
販
売
を
通
じ
て
、
洞

爺
湖
の
食
を
全
道
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
計
画
で
す
。

　
　
月
28
日
、
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ

　
　
パ
ー
ク
世
界
認
定
記
念
・
第
22

回
昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
（
同
実
行

委
員
会
、
壮
瞥
町
主
催
）
の
準
決
勝

リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
、

昭
和
新
山
山
ろ
く
特
設
会
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
全
国
２
、５
０
０
チ
ー
ム
が
参
加
す

る
中
、
こ
の
日
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
進
ん
だ
の
は
、
一
般
が
16
チ
ー
ム
、

レ
デ
ィ
ー
ス
が
８
チ
ー
ム
。

　
一
般
で
昨
年
３
位
に
輝
い
た
商
工

会
青
年
部
を
中
心
と
す
る
Ａ
Ｓ
．
Ｓ

Ｃ
は
、
今
年
も
順
調
に
勝
ち
上
が
り
、

決
勝
に
進
出
。
昨
年
の
覇
者
あ
た
り

屋
本
舗
（
札
幌
市
）
と
優
勝
を
目
指

し
戦
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
２

対
０
で
初
優
勝
を
逃
し
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
「
来
年
こ
そ
は
世

界
一
」
と
準
優
勝
に
喜
び
な
が
ら
も
、

悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

洞爺湖周辺の食をアピール

「食」本物プロジェクト

第２弾始動
「食」本物プロジェクト

第２弾始動

ＡＳ．ＳＣ
準優勝に輝く

昭和新山雪合戦
一般の部

氏　　名 住　　　所 年齢 区 分

林 　 勝 子

杉 上 義 弘

青 山 晴 重

塩野谷 幸一

四 宮 　 勇

原 田 尚 一

大 西 　 智

伊 藤 文 雄

宮 内 政 明

塩 田 　 満

京 谷 常 美

毛 利 政 則

中 川 俊 司

矢 野 哲 夫

洞爺湖町入江157番地

洞爺湖町入江241番地

洞爺湖町月浦92番地

洞爺湖町花和130番地

洞爺湖町香川168番地

洞爺湖町成香399番地

洞爺湖町大原72番地７

洞爺湖町成香446番地７

洞爺湖町川東22番地２

洞爺湖町洞爺町151番地

洞爺湖町洞爺町54番地

洞爺湖町香川29番地５

洞爺湖町成香361番地

洞爺湖町大原101番地１

65

69

59

63

53

48

50

60

64

52

61

51

53

54

選 　 挙

選 　 挙

選 　 挙

選 　 挙

選 　 挙

選 　 挙

選 　 挙

選 　 挙

選 　 挙

選 　 挙

選 　 挙

農協推薦

共済推薦

議会推薦

■洞爺湖町農業委員会委員（届出順・敬称略）

（任期　平成22年３月27日から平成25年３月26日)

準優勝に輝いたＡＳ.ＳＣのみなさん準優勝に輝いたＡＳ.ＳＣのみなさん

４月のテーマ、粘りが強く味が濃い地場産長いも４月のテーマ、粘りが強く味が濃い地場産長いも



　
洞
爺
湖
町
の
産
物
や
洞
爺
湖
周
辺

の
特
産
物
を
新
鮮
で
か
つ
格
安
に
提

供
し
ま
す
。

■
開 

催 

日
　
５
月
16
日
か
ら
９
月

　
　
　
　
　
　
26
日
ま
で
の
毎
週
日
曜
日

■
会
　
　
場
　
洞
爺
湖
遊
歩
道
駅
前

　
　
　
　
　
　
桟
橋

■
時
　
　
間
　
午
前
６
時
〜
午
前
８
時

■
出 

店 

物
　
ウ
ド
、
フ
キ
、
タ
ケ

　
　
　
　
　
　
ノ
コ
な
ど
の
山
菜
や

　
　
　
　
　
　
春
野
菜
な
ど

■
ア
ク
セ
ス
　
バ
ス
　
行
き
洞
爺
駅

　
　
　
　
　
　
７
時
28
分
〜
洞
爺
湖

　
　
　
　
　
　
温
泉
７
時
45
分
・
帰

　
　
　
　
　
　
り
洞
爺
湖
温
泉
８
時

　
　
　
　
　
　
57
分
〜
洞
爺
駅
９
時

　
　
　
　
　
　
16
分

◆
出
店
者
募
集

　
詳
し
く
は
、
岡
崎
会
長
（
　
75-

３

５
７
５
）
へ
。

※
５
月
23
日
は
、
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン

開
催
の
為
、
午
前
６
時
か
ら
午
後
２

時
ま
で
開
催

■
開
園
期
間
　
５
月
上
旬
〜
10
月
31

　
　
　
　
　
　
日

■
開
園
場
所
　
洞
爺
湖
町
香
川

■
借 

地 

料
　
１
区
画
当
た
り
30
 

　
　
　
　
　
　
３
、０
０
０
円

■
募
集
区
画
数
　
70
区
画
数

■
申
込
期
限
　
４
月
23
日

■
問
合
わ
せ
　
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

「
ア
グ
リ
館
・
と
れ
た
」
　
89-

３
０

　
０
０

※
休
憩
施
設
・
小
農
機
具
・
給
水
施

　
設
・
駐
車
場
有
り

※
畑
は
、
区
画
さ
れ
、
貸
与
時
に
耕

　
起
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
後
は
各
自

　
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

▼
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
伊
藤
博
会

長
）
は
５
万
円
▼
四
宮
マ
サ
子
さ
ん

（
香
川
）は
５
万
円
▼
和
泉
清
志
さ
ん

(
洞
第
６)

は
10
万
円

<

寄
付
物
品>

▼
佐
藤
京
子
さ
ん
（
洞
第
１
）
▼
大

友
靖
子
さ
ん
（
虻
８
区
）

　
３
月
号
の
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

で
、
王
雪
瑶
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
の

名
前
が
徐
号
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

徐
芳
の
誤
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

informationinformation

お
知
ら
せ

第
33
回
洞
爺
湖

観
光
朝
市
開
催

市
民
農
園
利
用
者
募
集

寄

付

■
お
詫
び
と
訂
正

５月
優良(30分) 一般(60分) 違反(120分) 初回(120分)

７日(金)18:30～/13日(木)13:30～ ７日(金)19:30～ 11日(火)18:30～ 13日(木)14:30～

■運転免許更新時講習日程(於：だて歴史の杜カルチャーセンター)
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　町では、平成21年度北海道から電
源立地地域対策交付金を受け、乳児
（０歳児）保育事業を行いました。
　この交付金事業は、北海道が水力
発電施設（虻田発電所）設置により
生じた自然環境又は生活環境への
影響を緩和するため水力発電施設
周辺市町村に対し、交付されるもの
です。
　この事業は、就労形態が多様化し
ている近年において、保育所に対す
る様々な保育ニーズに応える一環
として事業の実施が図られたもの
であり、平成21年度洞爺湖温泉地区
の桜ヶ丘保育所において実施しま
した。
　このたびの事業運営により地域
社会における児童福祉に寄与でき
たものと考えています。

電源立地地域対策交付金
について

故大塩ハツエさん
■２月２日死去
■92歳■遺族は壮
二さん■入４区

故高木タメヱさん
■２月４日死去
■96歳■遺族はミ
サ子さん■虻５区

故峠谷ツタコさん
■２月８日死去
■96歳■遺族は誠
さん■虻６区

故中野　健さん
■２月10日死去
■67歳■遺族は靖
子さん■虻６区

故青山良三さん
■２月13日死去
■84歳■遺族は甲
地好さん■虻８区

故鈴木孝雄さん
■２月16日死去
■71歳■遺族は悦
子さん■虻１区

故永井佳子さん
■２月17日死去
■77歳■遺族は宗
雄さん■温１区

故丹野征二さん
■２月27日死去
■63歳■遺族は法
子さん■入３区

故塩野谷英子さん
■２月27日死去
■87歳■遺族は幸
一さん■花和



４月

優良(30分) 一般(60分) 違反(120分) 初回(120分)

20日(火)/28日(水)13:30～ 20日(火)/28日(水)14:30～ 14日(水)14:30～ 13日(火)18:30～

■運転免許更新時講習日程(於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

2010年は国際生物多様性年です
「地球のいのち、えがいてみよう」
2010年は国際生物多様性年です
「地球のいのち、えがいてみよう」

　このイベントは、今年10月に愛知県名古屋市で開催さ

れる、生物多様性条約第10回締約国会議（ＣＯＰ10）に

向け、国民の生物多様性に対する関心を高めてもらうた

め、全国の46カ所の国立公園にあるビジターセンターな

どで実施しているものです。

　あらかじめ用意されたたくさんの洞爺湖にいる「生き

もの」のぬりえを塗って、洞爺湖をはじめ、有珠山、田

園地帯、川、温泉街などを描いた模造紙へ貼ってもらう

という企画です。ぜひみなさんも参加してみませんか。

　ぬりえのイラストは、洞爺湖町と地域総合協力協定を

結んだ酪農学園大学の学生にもご協力いただきました。

■実施場所　洞爺湖ビジターセンター・洞爺財田自然体

　　　　　　験ハウス

■実施期間　平成22年５月16日（予定）

■参 加 費　無料

■主　　催　洞爺湖自然保護官事務所・洞爺湖ビジター

　　　　　　センター等利用協議会

■協　　力　酪農学園大学

■問 合 せ　洞爺湖ビジターセンター　　0142-75-2555

　　　　　　／洞爺財田自然体験ハウス　0142-82-5999
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　２年前に「総合型地域スポーツクラブ」設立準備委

員会が結成され、様々なイベントを通じ、多世代間の

交流を図ってきました。この度同クラブの正式設立が

決定され、名称を「洞爺湖スポーツクラブ（会員制）」と

することにし、会員を広く募っていくことが確認され

ました。設立総会を次のとおり開催しますので、興味

のある方は参加ください。

■日　　時　４月23日（金）午後６時

■場　　所　役場防災研修ホール（３階）

■資　　格　町内在住者　会費有

■会員申込　あぶた体育館（水・金14時～17時）

　　　　　　／役場洞爺湖温泉支所／洞爺総合支所

■問 合 せ　事務局　加藤まで（　76-4174)
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洞爺湖スポーツクラブに
入りませんか
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入りませんか

今月のワンショット

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日

幹部候補生

（一般・技術）

平成23年４月
１日現在22歳
以上26歳未満
の者又は20以
上22歳未満で
大学を卒業し
たもの（卒業
見込みの者）

平成22年
４月１日～
５月10日
まで

第１次試験
５月15日（土）
※飛行要員のみ
５月16日（日）
第２次試験
６月15日（火）
６月17日（木）の
うち指定する日

第１次試験
５月22日（土）
第２次試験
６月23日（水）
６月28日（月）の
うち指定する日

平成22年
４月１日～
５月10日
まで

18歳以上27歳

未満の方

一般曹候補生 

（第１回目）

問合せ・
申込み

〒050‐0083　室蘭市東町２丁目21－12  石井ビル１階
防衛省自衛隊札幌地方協力本部　室蘭地域事務所
　0143（44）9533又は役場総務課　74‐3000

自 衛 官 募 集

草木も萌える４月を迎えました。▼有珠山噴火から10

年を向かえ、改めて防災教育の必要性と同時に噴火の

恵をどのようにステップアップしていくのかが問われ

てきていると思います。▼今年は温泉誕生100年です。

恵を新しい位置づけでアピールする絶好のチャンスで

す。▼１年を通じて行われる100年記念事業に注目し

てみてください。　　　　　　　　　　　　（Ｈ．О）

－温泉中学校卒業式－
先生のはなむけの言葉に笑顔で応える卒業生

－温泉中学校卒業式－
先生のはなむけの言葉に笑顔で応える卒業生
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人口と世帯の動き(平成22年2月28日現在) 男…4,880人(△11) 女…5,520人(△15) 計…10,400人(△26) 世帯…5,208世帯(±12)
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岩佐　珂梨ちゃん
      　　 　(かりん)

信さん・聡美さん
12月22日生　虻５区

上山　大賀くん
      　　  　 (たいが)

紘成さん・里美さん
１月３日生　温３区

近井　翔亮くん
      　　  (しょうすけ)

守さん・久美子さん
１月11日生　虻６区

北岡　心愛ちゃん
      　　  (ここあ)

幸美さん
１月13日生　虻６区

島津　亜梓ちゃん
      　　  (つくし)

泰信さん・洋子さん
１月15日生　入４区

奈良　瑛太くん
      　　  (えいた)

正明さん・公美さん
１月18日生　泉区

荒　奏佑くん
      　　  (そうすけ)

敏哉さん・恵さん
１月29日生　温８区

田所　峻くん
      　　 　 (しゅん)

昭博さん・久美子さん
１月31日生　泉区

・土器づくり体験
（教）13時～

・ポリオ（さ）
13:30～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～

・ポリオ(温)
13:30～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　
・親子ふれあい遊び
（さ）10:00～

・金比羅山、春色さ
がし・火口めぐり
(ビ)9:00～

・グリーンステイ洞
爺湖オープン
(　75-3377)

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～
・保育所開放（さ）
10:00～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～

・乳児健診（さ）
13:00～

・ＭＯ Ｅ 洞爺湖
2010

・よもぎを食べよう
(財)13:00～

・文学座（芸）
10：00～
・夕日ヶ丘パークゴ
ルフ場オープン
(　76-2422)

(４月12日～５月９日)
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

15 16 17 18141312

22 23 24 25212019

29 30 5/1 2282726

6 7 8 9543

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した
プリンスとプリンセスのご紹介です。
ご家族は｢早く大きくな～れ｣と

成長を楽しみにしていることでしょう。
いろいろな可能性を秘めて
洞爺湖町に誕生した赤ちゃん。

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

・さ＝健康福祉センターさわやか　76-4006/・総＝洞爺総合支所　82-5111/・教=教育委員会　74-3010/・温＝洞爺温泉病
院　87-2311/・芸＝芸術館　87－2525/・ビ＝洞爺湖ビジターセンター　75-2555/・財＝財田自然体験ハウス　82-5999

・野外彫刻清掃洞爺
地区（芸）　　　　
・ＭО Ｅ 洞爺湖
2010（　75-2446)




